
 

【教育実習生の関口さん】 

よく学び 心のふるさと みずほだい 

令和６年１１月 
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瑞穂台小学校 谷 黒  潤 

運動会  ～赤白の 火花を散らし 走り抜け～ 

１１月９日（土）に開催しました運動会では、保護者の皆様や地域の皆様のご協力・

ご声援、ありがとうございました。 

今年のスローガンは『赤白の 火花を散らし 走り抜け』でした。子供たちは勝利に

向けて火花を散らしながらも、仲良く、協力しながら、一生懸命取り組むことができま

した。特に５・６年生は、係活動や開・閉会式の進行、応援団での活躍など、主体的に

参加する姿が見られました。 

今後も、１２月の土曜授業で実施する「なかよし瑞穂野オリエンテーリング」など、

子供たち主体の活動が続きますが、運動会を通して一回り成長した子供たちの更なる活

躍に期待しています。 

１０月１７日（木）から１１月９日（土）までの約３週間、大学３年生の関

口さんが、本校で教育実習を行いました。主に３年１組で授業実践を行うなど、

子供たちと積極的に関わりながら教職について学んでいました。関口さんが毎

日笑顔で楽しそうに子供たちと関わる姿から、私達教員も、この職に就いたば

かりの頃の緊張や不安、子供たちと触れ合う喜びなどを思い出し、改めて、教

員という職業の責任やすばらしさを再確認することができました。 

また、関口さんは本校の卒業生でもあります。こうして卒業生が学び舎に戻

ってくることは、まさに「よく学び 心のふるさと みずほだい」の実践とい

えるのではないでしょうか。 

教育実習生から学んだこと 


